
 

 

 
 

様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成１９年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 

    

奈良先端科学技術大学院大学 1．機 関 番 号 １ ４ ６ ０ ３    2．研究機関名

3．研 究 種 目 名  基盤研究 (A) 4．研 究 期 間 平 成 １ ６ 年 度 ～ 平 成 １ ９ 年 度  

5．課 題 番 号 １ ６ ２ ０ ５ ０ １ ７   

6．研 究 課 題 名 ナノサークル・ナノロッド共役分子の設計・創成と新奇物性・機能創出 

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名

０ ０ ３ ４ ６ ３ １ ３ 
フリガナ   フジキ, ミチヤ 

物質創成科学研究科 教授 藤木，道也

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   
9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

・一般的な高分子オルガノゲルは、共有結合や水素結合などの強い結合によりネットワーク構造を形成す

る。一方、フッ化アルキル側鎖基を有するらせんポリシランから、CF/Si 相互作用によって、主鎖 Si と側

鎖基 CF3 間での微弱な分子鎖内 Si/FC 相互作用により主鎖剛直性（ナノロッド−コイルーサークル構造）

コンホメーション制御が可能であることをすでに報告してきた。そこで今年度は、一段階 Wurtz 型縮合反

応により合成したブロック共重合性 CoPSi を用い、微弱な Si/FC 相互作用を、分子鎖間で効率的に増幅し

た PSi オルガノゲルを設計・創成し、その構造解析を詳細に行った。 

・側鎖基や組成比の異なる PSi(8 種類)を新規合成し、種々の溶媒(10 wt%)に対するゲル化能を目視で観

察した。その結果、仕込みモル比 1 : 1 で合成した CoPSi (Mn = 4.3 x 10
5, PDI = 3.5)のみが Toluene

などの低極性溶媒中でオルガノゲル形成能を示した。希薄溶液中の 19F{29Si} NMR 測定と濃厚(ゲル)状態

の FT-IR 測定から、分子鎖内・分子鎖間 Si/FC 相互作用の存在および、van der Waals 相互作用による n-

デシル側鎖基のパッキング構造形成が PSi オルガノゲル形成の駆動力であることが示唆された。これらの

弱い相互作用によって形成した階層的な高次ナノロッド構造体の詳細な構造解析(HR-TEM、AFM 観察、計算

化学、UV、GPC-RALLS 測定)や F-アニオンによるゲル-ゾル変換にも成功した。またマルチブロック性を有

するポリシランの微細構造解析に成功し、マルチブロック生成機構を提唱することができた。 

・このようにナノロッド構造を有する PSi 共重合体の応用として、微弱な Si/FC 相互作用や van der Waals

相互作用を組み合せることにより、マルチブロック性を利用したポリシランオルガノゲルの自発的形成、

ナノ構造解析からゲル化に与える種々の要因を明らかにすることができた。 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 

(1) オルガノゲル (2) ポリシラン (3) マルチブロック 

(4) 相互作用 (5) 非共有結合 (6) AFM 

(7) TEM (8) コンホメーション （裏面に続く）
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Transfer Character and New Optical Functions 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ
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Michiya Fujiki 

Multiblock Polysilane Copolymers: One-Pot Wurtz Synthesis, Fluoride 
Anion–Induced Block–Selective Scission Experiments, and Spectroscopic 
Characterization 

雑        誌        名 巻・号 発 行 年 ページ 
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Soft Matter（査読有） 4 2 0 0 8 211-223 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 〔学会発表〕計（19）件 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Satoshi Fukao and Michiya  
Fujiki 

Preparation and Optical Properties of Silicon Network Polymer with Chiral Alkyl 
Side Group 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
10thPacific Polymer Conference  2007 Dec 4-7  Kobe 

 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Yasuko Nakamura, Yoko Nakano, an
d Michiya Fujiki 

Chiroptical Generation of Polysilane Induced by Stirred Solutions 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
ASiS-1（1st Asian Silicon Symposium） 2007 Nov 1-3 Zao, Miyagi 

 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Yusuke Akizuki and Michiya Fujiki Switching in Photoluminescence Properties of Polysilane, Polygermane and 

Polystannane 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

ASiS-1（1st Asian Silicon Symposium） 2007 Nov 1-3 Zao, Miyagi 
 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Michiya Fujiki Screw-Sense Switchable Quasi-One-Dimensional Silicon Wire with Quantized and 

Superposed Helicities 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

The 2nd International Workshop on Super-Hierarchical 
Structures 

2007 Sep 30 Osaka 

 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
Hisanari Onouchi, Kazuhiro Tanaka, 
Masanobu Naito, Michiya Fujiki 

Chiroptical Inversion of Polythiophene Co-aggregates with Chiral and Achiral Side 
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川部琢磨・内藤昌信・藤木道也 オルガノゲル形成能を有するフッ化アルキルポリシランマルチブロックコポ

リマー：分子内・分子間Si/FC, CH/FC相互作用の重要性とらせん超階層構造

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
第56回高分子学会年次大会 2007/05/29 国立京都国際会館 

 
 

発 表 者 名 発  表  標  題 
川部琢磨・内藤昌信・藤木道也 一段階Wurtz型反応によるマルチブロック型ポリシラン: TBAFを用いたブロ

ック選択的切断法による平均ブロック長の決定 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

第56回高分子学会年次大会 2007/05/29 国立京都国際会館 
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Si/F–C Interactions to Ultrasensitive Chemosensors, Katsuhiko Ariga and H. S. Nalwa 
(Eds) Bottom-up Nano-fabrication: Supramolecules, Self-Assemblies, and Organized 
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2 0 0 8 210 頁 
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国武豊喜 監修 自己組織化ハンドブック 
2 0 0 8 印刷中（4頁）
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13. 備考 
 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


